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このたびは、当社の 920MHz 帯無線ユニット[Ethernet タイプ](以下:無線ユニット)をお買い 

上げいただき誠にありがとうございます。 

 無線ユニットを正しく安全にお使いいただくため、ご使用前に本書をよくお読みいただき、 

無線ユニットの機能･性能を十分ご理解のうえ、正しくご使用くださるようお願い致します。 

 

ご注意 

1. 許可なく、本ユーザーズマニュアルの無断転載をしないでください。 

2. 記載事項は、お断りなく変更することがありますので、ご了承ください。 

3. 本製品は、国内電波法にもとづく仕様となっておりますので、日本国外では使用しない 

でください。 
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◆ 使用上のご注意 
 パラメータ書込み中は下記内容にご注意ください。故障の原因となります。 

・無線ユニットの電源を切らない。 

・USB ケーブルを抜くなど、パソコンと無線ユニットの通信を切断しない。 

 接続する USB ポートを変更すると、ドライバの再インストールが必要になります。 

 パラメータには親局/子局からしか読みだせないパラメータがあります。 

実機からパラメータを読出して、別ユニットへの書込みに使用する際は、システム全ての親局/子局から 

パラメータの読出しを行ってください。 

 パソコンに複数の無線ユニットを接続しないでください。 

 

◆ ソフトウェアバージョン対応表 
 

下表に無線ユニット親局、子局と設定ユーティリティの SW Ver 組合せ表を記載します。 

ご購入頂いたユニットの形名及び、ソフトウェアバージョンを確認して設定ユーティリティを選択してください。 

なお、本マニュアルは無線親局 SWL90-ETMC（SW Ver.4.**）、無線子局 SWL90-R4ML（SW Ver.4.**）、、ﾊﾟﾙｽｶｳﾝﾄ子局

SWL90-PL3（SW Ver.1.**）、及び設定ユーティリティ SWL-UT3（SW Ver.4.**）が対象になります。 

 

無線ユニット親局、子局と設定ユーティリティの SW Ver 組合せ表 

  

親局 

[SWL90-ETMC] 

接続対象子局 

入出力子局 

[SWL90-R4ML] 

パルスカウント子局 

[SWL90-PL3] 

Ver4.** Ver3.** Ver2.** Ver1.** Ver4.** Ver3.** Ver2.** Ver1.** Ver1.** 

設定ユーティリティ 

[SWL-UT3] 

Ver4.** ○ ○ × × ○ ○ × × ○ 

Ver2.** × ○ × × × ○ × × ○ 

Ver1.** × × ○ × × × ○ × - 

設定ユーティリティ 

[SWL-UT1] 
× × × ○ × × × ○ - 

 

○：設定変更可 ×：設定不可 -：非対象 

 

※親局、子局のSW Verを、上記組合せ以外でご使用の場合は、ユニット押しボタン操作にて  

パラメータ設定を行う必要があります。 

詳細は、本ユーザーズマニュアルに記載のお問い合わせ場所にご確認ください。 

※**には 00～99 の値が入ります。 
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1.1. 概要 
 

設定ユーティリティ(SWL-UT3)は当社製 920MHz 帯無線ユニット専用設定ユーティリティです。 

※対応無線ユニットは A-1 ページの「ソフトウェアバージョン対応表」をご参照ください。 

本マニュアルには、設定ユーティリティ(SWL-UT3)のパソコンとの接続方法及び各画面についての説明を記載 

しております。 

無線ユニット本体に関する事項もございます為、『920MHｚ帯 無線ユニット[Ethernet タイプ] ユーザーズマニュ

アル（詳細編）』を併せてご参照ください。 

 

1.2. 免責事項 
 

設定ユーティリティ(SWL-UT3)を使用して設定を行なった無線ユニットの設定内容及びデータ、接続機器の誤作動等 

については一切の責任を負いません。 

 

1.3. 動作環境 
 

本製品の動作環境は次の通りです。 

 

項番 項目 仕様 備考 

1 CPU Pentium 1.7GHz 以上 - 

2 OS Windows 7、10 - 

3 ハードディスク容量 20MByte - 

4 必要メモリ容量 Windows7、10：1GB 以上(推奨) - 

5 ディスプレイ解像度 1024×768 以上 6 万色以上推奨 - 

6 必要ケーブル USB ケーブル(mini-B) - 

7 その他環境 .net Framewarks3.5※ - 

※インストールされていない場合は Microsoft 社のホームページよりダウンロードしてください。 
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1.4. ファイル構成 
 

ダウンロードファイルを解凍すると以下のようなファイル構成となっております。 
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2.1. ドライバのインストール 
 

パソコンに設定ユーティリティ用のドライバをインストールします。 

 

(1) ダウンロードしたフォルダの「Driver」⇒「ETMC」⇒「32bit」or「64bit」⇒「DrvInst.exe」を起動します。 

 

 
 
 

(2) 「次へ」ボタンをクリックすると確認画面が表示されます。 
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(3) インストールボタンをクリックするとドライバインストールウィザードが表示されます。 

 

 
 

(4)「次へ」をクリックするとインストールが開始されます。以下のような画面が表示されますが、 

「このドライバソフトウェアをインストールします」をクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「このドライバ- ソフトウェアを 

インストールします」をクリック。 
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(5) ドライバソフトウェアをインストール中、以下の画面が表示されますので、 

インストール完了するまでお待ちください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  

 
 

(6) 以下のような画面が表示され、インストールが完了します。「完了」ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※Windows10 で、セキュリティを設定している場合、インストールができない可能性があります。 

『ドライバをインストールできない場合のセキュリティ解除方法(Windows10)』をご参照ください。 
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2.2. 設定ユーティリティの起動 
 

設定ユーティリティは以下の手順で機動/終了を行います。 

 

(1)起動  

(a）ドライバをインストールしたら、設定ユーティリティを起動します。 

  ダウンロードしたフォルダ内の「SWLStartUp.exe」をダブルクリックし、設定ユーティリティを起動してください。 

(b）設定ユーティリティ起動時、「設定ユーティリティ選択画面」が表示されます。 

  無線親局：「SWL90-ETMC Ver4.00」を選択してください。 

 

   

（c）以下画面が表示されますので、初めての方は「ウィザード画面」を、 

   詳細な設定を行う時は「メイン画面」を選択ください。 

 

クリックすると 
ウィザード画面に 
移行する 

クリックすると 
メイン画面に 
移行する 

使用する無線親局から選択する 
「SWL90-ETMC Ver4.00」 
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2.3. ウィザード画面 
 

設定ユーティリティ起動後の「画面選択」で「ウィザード画面」ボタンをクリックするとウィザードが起動します。 

※「2.2 設定ユーティリティの起動」参照 

 

無線通信設定や Ethernet 通信設定を対話方式で設定することで、パラメータの設定漏れや誤設定を防ぐことが 

できます。(子局毎の詳細設定は、ウィザード設定後にメイン画面で設定してください。） 

 

(1)説明を参照し、各パラメータを設定した後、「次へ」ボタンを押してください。 

 

(2)①～⑥の項目を順に設定して、「次へ」ボタンを押してください。 

 

(3)⑥の設定項目を設定すると「設定確認」画面が出ます。 

設定に間違いが無ければ「完了」ボタンを押下して設定を確定してください。 

 

パラメータを選択 

パラメータ説明 

パラメータを選択 

クリックすると 
次の設定項目
に移行する 

クリックすると 
メイン画面に 
移行する 
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(4)ウィザード画面の設定が反映され、メイン画面が表示されます。 

各子局の設定をメイン画面で実施してください。 

(注)ウィザード画面では全ての設定は完了しません。特にユニット ID は無線通信に必要なパラメータの為 

  各子局に設定してください。 

 

 

メイン画面からウィザード設定を開く場合 

 

 

(注) ウィザード画面を開いた場合、メイン画面の設定が破棄されます。 

メイン画面のツールバーから 

ウィザード画面を開くことが 

できます。(注) 
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2.4. 設定ユーティリティの終了 
 

設定ユーティリティのメイン画面右上の「×」ボタンをクリックすると下記のようなダイアログが表示 

されます。 

現在の入力内容を保存する場合は「はい(Y)」をクリックし、ファイルを保存して終了してください。 

保存しない場合は「いいえ(N)」をクリックし、終了してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5. .Net FrameWork のインストール 
 

.Net Framework 3.5 がインストールされていない場合は起動時にエラーダイアログが表示されます。 

以下ダイアログが表示された(必要な.Net Framework が入っていない)場合は、Microsoft 社のホームページ 

より「.Net Framework 3.5」をダウンロードし、インストールしてください。 

 

 

 

「×」ボタンをクリックします。 

設定内容を保存して終了する場合は 
「はい」をクリックしてください。 

設定内容を保存しないする場合は 
「いいえ」をクリックしてくださ
い。 
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3.1. 設定ユーティリティ使用手順 
 

3.1.1. 設定書込み手順 

 

(1) 設定データ作成                          

設定ユーティリティにて、無線ユニットに書き込む設定を作成します。 

詳細は『3-2 項無線ユニットの設定データを作成する』をご参照ください。 

 

 

設定ユーティリティにて設定データを作成

パソコン

 

 

 

 

 

 

 

(2) 無線親局と USB 接続 / Ethernet 接続 

無線親局の USB コネクタに USB ケーブルもしくは、Ethernet ケーブルを挿入し、パソコンと接続します。 

 

 

 

 

 

 

(3) 無線親局に設定データを書き込む  

設定ユーティリティにて作成した設定データを無線親局に書込みます。 

 

 

 

書込みフロー 
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(4) 無線子局に USB 経由で設定を書き込む 

 

 

 

 

 

 

(5) 無線子局と通信確認（テスト） 

  無線親局から無線子局に無線通信が可能かテストを行います。 

 

 

 

 

 

＊SWL90-PL3 は USB で直接接続して通信テストします。 

 

 

 

 

 

 

(6)無線親局から無線を経由して無線子局に設定を書込みます。 

＊SWL90-PL3 は USB で直接接続でしか書込みません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！！！ 注意事項 ！！！ 
 

●無線ユニットへ書込み、読出しを実施する場合は、シーケンサの処理を停止して 

ください。（RUN→STOP へ変更してください。） 

●無線親局を経由しての無線子局通信テスト/書込みは、SWL90-ETMC(Ver.4.00)以降 

と SWL90-R4ML(Ver.4.00)の機能です。 

SWL90-ETMC、又は SWL90-R4ML が(Ver3.00)以前の無線ユニットをご使用の場合は 

USB で直接接続して無線子局へ通信テスト/書込みを行ってください。 

●SWL90-ETMC(Ver2.00 以前)、SWL90-R4ML(Ver3.00 以前)、SWL90-PL3 へ書込み、 

読出しを行う場合は無線ユニットを「USB モード」へ移行させる必要があります。 

電源投入後「SET」ボタンを 2秒長押しし、「USB モード」へ移行してください。 
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3.1.2. 設定データの読出し手順 

 

親局にすべての設定情報が登録されています。 

以下の場合は親局から設定データを設定ユーティリティに読出します。 

 ・設定データのバックアップを取得する場合 

 ・親局交換、システム変更時など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.3. 既設システムに子局追加 

 

Ver4.00 以降で構成される既存システムに子局の追加を行う場合は、 

以下の手順に従いユニットの入れ替えを行ってください。 

 

(1)親局から設定データの読出し 

親局設定の読出しを行ってください。 

※詳細は『3.9 親局から設定データを読み出す』をご参照ください。 

 

(2) 設定の編集(子局追加) 

 親局から読出した設定データに子局を追加してください。 

 

※詳細は『3.2 項 無線ユニットの設定データを作成する』をご参照ください。 

 

(3) 親局へ設定データの書込み 

設定編集後、親局へ設定書込みを行います。 

※詳細は『3.3 項 親局に設定データの書込み』をご参照ください。 

 

(4) 追加子局へ設定データの書込み 

追加した子局へ設定を書込みます。 

※詳細は『3.4 項 子局無線書込み』をご参照ください。 

 

子局追加フロー 

親局から設定を読出します。  

！！！ 注意事項 ！！！ 
 

SWL90-ETMC(Ver.4.00)以降の機能です。 

Ver3.00 以前の無線ユニットをご使用の場合は 

親局、子局全ユニットから設定を読み出す必要があります。 

ボタン操作設定を書き込んだものは、設定ユーティリティに読み出すことができません。 
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無線配信設定開始

親局へ設定データ
書き込み、読み出し

親局、子局のデータ設定

親局ユニットと
設定データが一致

無線配信 完了

無線配信
書き込み、読み出し

3.1.4. パラメータ無線配信機能 

 

親局が無線通信で子局にパラメータを送信し、設定を書き換える機能です。 

設定ユーティリティからの書込み指令を行い無線子局にパラメータを送信します。 

対象機種    SWL90-ETMC ： Ver4.** 、 SWL90-R4ML ： Ver4.** 

    

下記のパラメータが親局と子局で一致しなければ、無線配信はできません。 

 

  親局 子局 

グループ No. P103 

通信トポロジ P106 

選択周波数 P107_Cl 

ユニット ID P2**_Unid P104 

※**は子局番号 

 

無線親局に書込み、読出しを行ってから、子局配信を 

行ってください。 

 

 

親局

パラメータ書込み

子局1 子局2

子局3

①

②
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3.2.  無線ユニットの設定データを作成する 
 

無線ユニットに書き込む設定データを作成します。 

共通設定、親局設定、子局設定を全て行ってから「3.3 項 親局に設定データの書込み」と「3.5 項 子局無線書込 

を行ってください。 

各設定の詳細については、「4章 画面詳細」をご参照ください。 

 

 

  

 

No. 名称 内容 参照項 

① 共通設定 
無線通信に関して、親局・子局で共通した設定が必要な項目の 

設定を行います。 
4.2.1 項 

② Ethernet 設定 
通信プロトコルの選択や Ethernet 通信設定など、 

Ethernet 通信に関連する設定を行います。 

4.2.3 項 

4.3 項 

③ 親局設定 
無線出力電力量や無線タイムアウト時間の設定など、親局の 

設定を行います。 
4.2.2 項 

④ 子局設定 ユニット ID や中継ルート設定など、子局の設定を行います。 4.2.2 項 

⑤ ユニット ID 
子局を判別するため、ユニット毎に割り当てる ID の設定を行

います。 
次ページ 

 

 

④子局設定項目 ③親局設定項目 

①共通設定項目 

②Ethernet 設定項目 

⑤子局ユニット ID 
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子局ユニット ID について 

子局本体のユニット ID は工場出荷時には、シリアル No.上位 3桁が設定されています。 

子局本体のユニット ID に合わせて設定ユーティリティのユニット ID を記入してください。 

 

定格銘板 

 

 

 

 

 

無線ユニット 

 

 

 

 

 

 

設定ユーティリティ 

 

 

又は、各子局の本体に任意のユニット ID (例：子局 1ユニット ID = １、子局 2ユニット ID = ２ など) を 

手動で設定してください。そして、設定ユーティリティのユニット ID に、子局本体に手動設定した ID を入力し

てください。 

 

 

工場出荷時に 

子局の定格銘板の 

「SERIAL」の上 3 桁が 

無線ユニットのユニット ID 

になります。 
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3.3. 親局に設定データの書込み 
 

無線ユニット親局に USB/Ethernet を接続して設定データを書込みます。 

 

  【構成イメージ】 

 

 

 

 

 

（１） 無線親局とパソコンを USB 接続/Ethernet 接続する。 

（２） メイン画面の右上の「接続先選択」ボタンをクリックして接続先選択画面を表示します。 

 

 

（３） USB 接続 → 接続方法：USB ポート番号：自動選択 であることを確認してください。 

    Ethernet 接続 → 接続方法：Ethernet  無線親局の IP アドレスと一致していることを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

USB 書込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ethernet 書込み 

「USB 接続」を選択します。 

「自動選択」選択します。 

「Ethernet 接続」を選択します。 

無線親局の IP アドレスを設定します。 

(2) 「接続先選択」をクリックします。 
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（４） 「無線機への書込」ボタンをクリックし、「無線機へ書込み画面」を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）無線の書込み方法を選択します。 

  USB 接続 → 「無線親局に設定を書込む（無線親局に USB を接続）」を選択します。 

  Ethernet 接続 → 「無線親局に設定を書込む」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！！！ 注意事項 ！！！ 

親局への書込み時、ユニット ID が入力されていない子局がある場合、下記のようなダイアログが表示されます。 

自動で入力する場合は、子局番号がユニット ID になります。また、パラメータ無線配信機能を使用する場合、 

子局本体のユニット ID を自動で入力された設定ユーティリティの値に合わせて変更してください。 

「無線親局に設定を書込む 
（無線親局に USB を接続）」を選択します。 

(4) 「無線機へ書込」ボタンをクリック 

「無線親局に設定を書込む」を 
選択します。 

USB 書込み 

Ethernet 書込み 
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（６）書込み確認のダイアログが表示されますので「OK」をクリックしてください。 

 

 

 

（７）書込み完了後、以下のダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！！！ 注意事項 ！！！ 

ダイアログが表示されるまで、以下の項目を必ず遵守してください。故障の原因となります。 

・無線ユニットの電源を切らないでください。 

・USB ケーブルを抜くなど、パソコンと無線ユニットの通信を切断しないでください。 

「ＯＫ」をクリックします。 
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3.4. USB 接続による子局書込み 
 

USB 接続による子局(SWL90-R4ML/SWL90-PL3)の書込みは以下手順で行います。 

【構成イメージ】 

 

 

 

 

(１)「無線機へ書込」ボタンを押す。 

 

(２)「無線子局に設定を書込む」と「無線子局に USB を接続して設定を書込む」を選択し「次へ」ボタンを押す。 

 

(３)子局番号を選択し、「書込み開始」ボタンをクリックします。 

 

 

 

「書込み開始」を 
クリックします。 

USB 接続する子局番号を 
選択します。 

左図の様に下記を選択します。 
・無線子局に書込む 
・無線子局に USB を接続して設定を 
書込む 

！！！ 注意事項 ！！！ 

パラメータ書込み時は無線ユニットの通常動作が一時停止し、再起動します。 

その間はパルスや無線通信データを取りこぼすことがあります。 
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3.5. 子局通信確認 
 

無線子局との接続確認を以下の手順で行います。 

【構成イメージ】 

 

 

 

 

 

 

（１） 無線親局とパソコンを USB 接続/Ethernet 接続する。 

（２） USB 接続 → 接続方法：USB   ポート番号：自動選択 であることを確認してください。 

    Ethernet 接続 → 接続方法：Ethernet  無線親局の IP アドレスと一致していることを確認してください。 

（３） 「TEST」ボタンをクリックして、「通信テスト選択」ダイアログを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！！！ 注意事項 ！！！ 

子局との無線通信確認を行う前に親局に設定データを書込んでください。 

親局の設定データとユーティリティ上の設定が一致していないと通信確認できません。 

(3) 「TEST」ボタンをクリック 

(2)接続方法 ： USB 
ポート番号： 自動選択 

  であることを確認します。 

(2)接続方法 ： Ethernet 
IP アドレスが親局と一致して
いることを確認してください。 

(3) 「TEST」ボタンをクリック 

USB 接続 

Ethernet 接続 
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(４) 通信確認方法選択ダイアログが表示されます。  

    USB：「無線子局と通信テストを行う」と「無線親局に USB を接続して無線通信テストを行う」を選択します。 

   Ethernet：「無線子局と通信テストを行う」を選択します。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 子局番号と無線パラメータを選択し、「次へ」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：無線通信（テスト）するには親局と子局の無線パラメータ（周波数、グループ、通信トポロジ）を一致させる必要が 

あります。 

下図の様に選択します。 
・無線子局と通信テストを行う 
・無線親局に USB を接続して 
無線通信テストを行う 

通信確認を行う子局番号を 
選択します。 

通信確認を行う子局と 
無線パラメータと設定を 
一致させます。 

下図の様に選択します。 
・無線子局と通信テストを行う 

USB 接続 

Ethernet 接続 



 

3-14 

 

 

（６）正常に接続している場合、以下のダイアログが表示されます。 

 

出荷時の無線パラメータは 

以下の値です。 

周波数チャンネル：３３ 

グループ設定：０ 

通信トポロジ：ツリー 
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3.6. 子局無線書込み 
 

無線子局への書込みを以下の手順で行います。 

 

【構成イメージ】 

 

 

 

 

 

 

（１） 無線親局とパソコンを USB 接続/Ethernet 接続する。 

（２） USB 接続の場合、接続方法：USB   ポート番号：自動選択 であることを確認してください。 

    Ethernet 接続の場合、接続方法：Ethernet  無線親局の IP アドレスと一致していることを確認してください。 

（３） 「無線機へ書込み」ボタンをクリックし「書込み選択画面」を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！！！ 注意事項 ！！！ 

子局との無線通信確認を行う前に親局に設定データを書込んでください。 

親局の設定データとユーティリティ上の設定が一致していないと通信確認できません。 

(2)接続方法 ： USB 
ポート番号： 自動選択 

  であることを確認します。 

(2)接続方法 ： Ethernet 
IP アドレスが親局と一致して
いることを確認してください。 

(3) 「無線機へ書込」ボタン 
をクリックします。 

(3) 「無線機へ書込」ボタン 
をクリックします。 

USB 接続 

Ethernet 接続 
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(４) 通信確認方法選択ダイアログが表示されます。  

    「無線子局に設定を書込む」と「無線親局に USB を接続して無線経由で設定を書き込む」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）子局番号と無線パラメータを選択し、「書込み開始」をクリックしてください。 

 

 

設定を送信する子局番号を選択 
します。 

現在子局に設定されている 
無線パラメータと一時的に一致 
させます。 

下図の様にを選択します。 
・無線子局に設定を書込む 
・無線親局に USB を接続して 
無線経由で設定を書き込む 

下図の様に選択します。 
・無線子局に設定を書込む 

USB 接続 

Ethernet 接続 
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無線子局には「共通設定」の無線パラメータ値が書込まれます。 

 

 

 

 

 

 

無線送信するには親局と子局の無線パラメータ（周波数、グループ、通信トポロジ）を一致させる必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）「OK」をクリックしてください。 

 

「ＯＫ」をクリックします。 

出荷時の無線パラメータは 

以下の値です。 

周波数チャンネル：３３ 

グループ設定：０ 

通信トポロジ：ツリー 

！！！ 注意事項 ！！！ 

中継段数が多い無線ユニットから書込みを行ってください。 

通信トポロジが「メッシュ」の場合は子局を 1 台ずつ選択し、書き込んでください。 

トランジェント通信設定の場合、書込みの成功率が下がります。 

子局には共通設定の無線パラメータ値が書込まれます。 
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（７）設定の書込みが開始します。 

 設定書込み中は下記のように進捗が表示されますので、しばらくお待ちください。 

 

 

（６）設定完了後、以下のような結果画面を表示します。 

 青：成功、赤：失敗  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！！！ 注意事項 ！！！ 

結果画面が表示されるまで、以下の項目を必ず遵守してください。故障の原因となります。 

・無線ユニットの電源を切らないでください。 

・USB ケーブル/Ethernet ケーブルを抜くなど、パソコンと無線ユニットの通信を 

切断しないでください。 

複数子局を選択した場合、 
子局台数の進捗が表示されます。 

「キャンセル」押下で現在の通
信完了時点で終了し、結果画
面を表示します。 
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3.7. 設定ファイルを保存する 
 

無線ユニットに書き込んだ設定内容を「CSV ファイル」に保存します。 

 

画面上部の「ファイルへ書込」ボタンをクリックします。 

 

 

 

ファイル保存ダイアログが表示されますので、保存場所とファイル名を選択し、「保存」ボタンをクリックしてください。 

 

 

※保存した CSV ファイルを編集すると、設定ユーティリティでの読出しができなくなります。 

 設定を編集する場合は、必ず本設定ユーティリティソフトを使用して編集してください。 

 

「ファイルへ書込」 
ボタンをクリック 
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3.8. 保存した設定ファイルを読み出す 
 

「CSV ファイル」で保存した設定を読出します。 

 

画面上部の「ファイルから読出」ボタンをクリックします。 

 

 

ファイル読出ダイアログが表示されますので、読出すファイルを選択し、「開く」ボタンをクリックしてください。 

 

 
 

※本設定ユーティリティ以外で編集した CSV ファイルを読み出すと、以下のダイアログが表示され読出しができなく

なります。設定を編集する場合は、必ず本設定ユーティリティソフトを使用して編集してください。 

 

 

「ファイルから読出」 
ボタンをクリック 
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3.9. 親局から設定データを読み出す 
 

無線ユニット親局に USB/Ethernet を接続して設定データを読出します。 

 

 (注)親局のパラメータを設定ユーティリティ経由ではなく、ユニット本体のボタン操作で書き込んだ場合、 

親局から全てのパラメータを読み出すことができません。 

その場合は、親局と子局全台からＵＳＢ接続にて読出しを行ってください。 

  【構成イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 無線親局とパソコンを USB 接続/Ethernet 接続する。 

（２） USB 接続の場合、接続方法：USB   ポート番号：自動選択 であることを確認してください。 

    Ethernet 接続の場合、接続方法：Ethernet  無線親局の IP アドレスと一致していることを確認してください。 

（３） 「無線機へ読出」ボタンをクリックし、「パラメータ読出し選択」画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)接続方法 ： USB 
ポート番号： 自動選択 

  であることを確認します。 

(2)接続方法 ： Ethernet 
IP アドレスが親局と一致して
いることを確認してください。 

(3) 「無線機へ読出」ボタン 
をクリックします。 

(3) 「無線機へ読出」ボタン 
をクリックします。 

USB 接続 

Ethernet 接続 
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（3）無線機からの読出し方法を選択します。 

  「無線親局からパラメータを読み出す（無線親局に USB を接続）」を選択し、「読出し開始」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）読出し確認のダイアログが表示されますので「OK」をクリックしてください。 

 

（5）読出し完了後、以下のダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

Ethernet 接続 

「ＯＫ」をクリックします。 

「無線親局からパラメータを読出す
（無線親局に USB を接続）」 
を選択します。 

「読出し開始」ボタンをクリックします。 

！！！ 注意事項 ！！！ 

結果画面が表示されるまで、以下の項目を必ず遵守してください。故障の原因となります。 

・無線ユニットの電源を切らないでください。 

・USB ケーブル/Ethernet ケーブルを抜くなど、パソコンと無線ユニットの通信を 

切断しないでください。 

「無線親局からパラメータを読出す」
を選択します。 

USB 接続 

「読出し開始」ボタンをクリックします。 
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3.10. 子局から設定データを読み出す 
 

無線ユニットに設定されている設定内容を設定ユーティリティ上に読出します。 

「無線機から読出し」ボタンをクリックして、「パラメータ読出し選択」を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）パラメータ読出し選択ダイアログが表示されます。 

①USB：「無線子局からパラメータを読出す」と「無線親局に USB を接続して無線経由でパラメータを読出す」を 

選択します。 

  Ethernet：「無線子局からパラメータを読出す」を選択します。 

 

 

  
下図の様に選択します。 
・無線子局からパラメータを読出す 
・無線親局に USB を接続して無線経由 
でパラメータを読出す 

「無線機から読出」 
ボタンをクリック 

！！！ 注意事項 ！！！ 

子局との無線通信確認を行う前に親局に設定データを書き込んでください。 

親局の設定データとユーティリティ上の設定が一致していないと通信確認できません。 

下図の様に選択します。 
・無線子局からパラメータを読出す 

USB 接続 

Ethernet 接続 
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②子局に無線親局経由でパラメータを読出す場合、下記画面が表示されます。 

 読出しを実行する場合は「実行」ボタン、読出しを中止する場合は「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 

 

   

③読出し確認のダイアログが表示されますので「OK」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＯＫ」をクリックします。 

設定を読出す子局番号を 
選択します。 

読出しの際は、無線パラメータを
変更しないでください。 
 
子局と表示の無線パラメータが
一致していない場合は、メイン画
面の共通設定で無線パラメータ
を変更してください。 
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④設定の読出しが開始されます。 

 設定読出し中は下記のように進捗が表示されますので、しばらくお待ちください。 

 

 

 

⑤設定読出し後は以下のような結果表示画面を表示します。 

 青：成功、赤：失敗 

 

 

 

 

 

 

複数子局を選択した場合、 
子局台数の進捗が表示されます。 

「キャンセル」押下で現在の 
通信完了時点で終了し、 
結果画面を表示します。 

！！！ 注意事項 ！！！ 

・パラメータ読出し時は無線ユニットの通常動作が一時停止し、再起動します。 

その間はパルスや無線通信データを取りこぼすことがあります。 

・通信トポロジが「メッシュ」の場合は子局を 1 台ずつ選択し、読出してください。 

・トランジェント通信設定の場合、読出しの成功率が下がります。 
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3.11. 設定ユーティリティの設定内容を初期化する 
 

設定内容を初期値に戻すには、右上の「設定初期化」ボタンをクリックします。 

 

 

 

設定初期化方法 

 

「OK」ボタンをクリックしてください。 

シート内の設定が初期化されます 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

「設定初期化」 
をクリック 
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4.1. 起動画面 
 

起動時に「設定ユーティリティ選択画面」が表示されます。 

使用する「無線親局の形名と SW Ver」を選択することで、親局に対応した設定ユーティリティが自動選定されます。 

SW Ver は本体に合わせて選択してください。 

 

 

 

表示項目 

No. 使用する無線親局ユニット 設定ユーティリティ 無線親局タイプ 

1 SWL90-ETMC Ver4.00 SWL-UT3  Ver4.00 Ethernet タイプ 

2 SWL90-ETMC Ver3.00 SWL-UT3  Ver2.02 Ethernet タイプ 

3 SWL90-ETMC Ver2.00 SWL-UT3  Ver1.00 Ethernet タイプ 

4 SWL90-ETMC Ver1.00 SWL-UT1 Ethernet タイプ 

5 SWL90-R4MD Ver4.00 SWL-UT4  Ver4.00 MODBUS タイプ 

6 SWL90-R4MD Ver3.00 SWL-UT4  Ver2.00 MODBUS タイプ 

7 SWL90-R4MD Ver2.00 SWL-UT4  Ver1.00 MODBUS タイプ 

8 SWL90-R4MD Ver1.00 SWL-UT2 MODBUS タイプ 

 

使用する「無線親局の形名と SW Ver」を 
選択します。 

SW Ver を確認します。 
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SWL-UT3 Ver4.00 以降は「ウィザード画面」を選択すると対話方式で設定を行うウィザード画面に移行し、「メイン画面」を 

選択すると詳細な設定を行うメイン画面に移行します。 

（SWL-UT3/ SWL-UT4 Ver2.00 以前は各設定ユーティリティのメイン画面が起動します。） 

 

 

 

 

 

クリックすると 
ウィザード画面に 
移行する 

クリックすると 
メイン画面に 
移行する 
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4.2. メイン画面 
 

メイン画面では、親局・子局共通の設定や自局に必要な設定を行います。 

各設定画面移動ボタンで各機能の設定画面を呼び出します。 

 

0  

 

メイン画面には、下記の項目があります。 

各項目の詳細に関しましては、各項目の参照項をご参照ください。 

No. 名称 内容 参照項 

① ファイル操作ボタン 
ファイルの保存や読出し、無線ユニットへの書込み、読出しを行いま

す。 
3.7 項、3.8 項 

② 書込み/読出しボタン 無線ユニットへ設定書込み、読出しを行います。 3 章 

③ 共通設定 
親局と子局が無線通信を行うために共通する項目について、設定を行

います。 
4.2.1 項 

④ 自局設定 ユニット ID や子局タイプついての設定を行います。 4.2.2 項 

⑤ Ethernet 設定 Ethernet 通信に関しての設定を行います。 4.3 項 

⑥ ルート設定 
親局から子局に通信する際、中継を行うルートの設定を行います(子

局・ツリーモード時のみ) 
4.4 項 

⑦ パルスカウント設定※ 
子局のパルスカウント機能についての設定を行います。 

(子局のみ) 
4.5 項 

⑧ 個別設定 
ユニット毎の動作についての設定を行います。 

通信構成設定により、設定内容が変化します。 

4.7 項 

（ポーリング通信） 

4.8 項 

（トランジェント通信） 

⑨ デバイス一覧 現在の設定内容で占有するデバイスサイズ及び、詳細を表示します。 4.9 項 

⑩ 増設局設定 
子局に接続する増設ユニットについての設定を行います。 

(子局のみ) 
4.10 項 

③共通設定 
4.2.1 参照 

④自局設定 
4.2.2 参照 

⑤Ethernet 設定 
4.3 参照 ⑥ルート設定 

4.4 参照 ⑦パルスカウント設定 
4.5 参照 

⑩増設局設定 
4.10 参照 

①ファイル操作ボタン 
3 章参照 

⑨デバイス一覧 
4.9 参照 

⑧個別設定 
ポーリング通信 
選択時：4.7 参照 
トランジェント通信 
選択時：4.8 参照 

②書込み/読出しボタン   
3 章参照 
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4.2.1. 共通設定 

無線通信に関して親局・子局が共通で設定する項目についての設定を行います。 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① グループ No. 

無線通信のグループ№を設定します。 

無線ユニットを複数系統使用する場合は、グループ No は

重複しないように設定してください。 

0～15 

② 
無線通信構成 

※1 

無線通信にてデータを取得する無線通信構成を設定しま

す。以下に選択基準を記載します。 

・ポーリング 

 子局が入出力子局(SWL90-R4ML)、パルスカウント子局

SWL90-PL3（中継局兼子局）を使用する場合 

・トランジェント 

 温湿度センサやパルスカウント子局を使用する場合 

 

・経路情報なし 

 シーケンサに接続する場合 

・経路情報あり 

 見える化ツール(SWL-Monitor)に接続する場合 

ポーリング通信 

(経路情報なし)/ 

ポーリング通信 

(経路情報あり)/ 

トランジェント通信

(経路情報なし)/ 

トランジェント通信

(経路情報あり) 

③ 選択周波数 無線通信で使用する周波数を選択します。 24～38 

④ 無線通信トポロジ 
設定中のグループの使用する通信構成の設定を行いま

す。※1 
ツリー/メッシュ 

⑤ 再送回数 
無線通信で送信が失敗したときの送信リトライ回数を 

設定します。 
0～15 

⑥ 最大中継台数 

通信モードがメッシュモードのときに最大何台まで中継

を許可するかの設定を行います。 

(通信モードがメッシュの時のみ有効) 

0～5 

⑦ 子局台数 

親局と通信を行う子局の数(中継専用局含む)の台数を設

定します。 

子局台数により、シートに表示される子局台数が変化し

ます。 

1～64 

※1：各無線通信構成の説明は、SWL90シリーズの『ユーザーズマニュアル（詳細編）』を参照ください。 

(当社ホームページ http://www.melsc.co.jp/business/ よりダウンロードして入手できます。） 

 

無線通信構成、無線通信トポロジを変更すると、変更後に使用されないパラメータは初期値に変更されます。 

また、子局台数を減らしたとき非表示となる子局は初期値となります。 

  

 

 

 

①
③ ④

⑥

②

⑦

⑤
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4.2.2. 自局設定 

 

自局設定では、ユニット ID やユニット名称など、ユニットタイプについての設定を行います。 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 子局番号 
子局の場合、ユニット毎に「1」から連番で番号が 

割り振られます。 
- 

② SERIAL 

ユニット上部の銘板に記載してあるSERIAL番号を入力し

ます。SERIAL 番号を入力することにより、SERIAL の上位

3 桁がユニット ID に自動入力されます。 

00000000～ 

99999999 

③ 
ユニット名称 

(ラベル) 
ユニット名称を設定します。 8 文字 

④ ユニット ID 

親局に子局を登録する際のユニット ID を設定します。 

空欄の状態で親局に書込みを行うと、子局番号の値が自

動的に設定されます。 

1～254 

(1～99) ※1 

⑤ 
ユニットタイプ 

※2 
子局の無線ユニットタイプを設定します。 

SWL90-R4ML(中継局兼子局)/ 

 

SWL90-TH1(E)(中継局兼子局) 

(システム情報あり)/ 

SWL90-TH1(E)(子局) 

(システム情報あり)/ 

SWL90-PL3（中継局兼子局）/ 

SWL90-PL3（子局） 

※2 

⑥ ビット点数情報 
親局：全子局のビット点数の総計を表示します。 

子局：自局が使用しているビット総点数を表示します。 
設定不可(自動計算) 

⑦ ワード点数情報 
親局：全子局のワード点数の総計を表示します。 

子局：自局が使用しているワード総点数を表示します。 

※1：ユニットタイプに SWL90-TH1(E)を選択した場合は設定範囲が 1～99 になります。 

※2：SWL90-TH1（E）及び SWL90-PL3(子局)は、「無線通信構成」を「トランジェント通信」に設定した場合のみ選択できます。 

 

 

 

 

 

 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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4.3. Ethernet 設定画面 
 

Ethernet 設定画面では、Ethernet 通信に関する設定を行います。 

Ethernet 無線親局設定画面では、自局の Ethernet 通信に関する設定を、相手局設定画面では通信相手の Ethernet 

に関しての設定を行います。 

 

4.3.1. Ethernet 無線親局設定画面 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① IP アドレス 無線ユニットの IP アドレスを登録します。 
0.0.0.1～ 

255.255.255.254 

② サブネットマスク 
無線ユニットのIPに対するサブネットマスクを設定しま

す。 

192.0.0.0～ 

255.255.255.252 

③ ポート番号 
相手Ethernet機器と通信する為の無線ユニットのポート

番号を設定します。 
0000～65534 

④ プロトコル選択 

通信相手 Ethernet 機器により、プロトコル形式を設定し

ます。 

以下に選択基準を記載します。 

3E フレーム：iQ-R、Q、L、FX5 シーケンサや、 

       SWL Monitor(※1)と接続する場合。  

1E フレーム：FX3 シーケンサと接続する場合 

3E フレームサーバ：EcoServerⅢと接続する場合 

※1E フレームは、「トランジェント通信（経路情報あ

り)）、 

 「ポーリング通信（経路情報あり)）の場合には表示 

されません  

3E フレーム/ 

1E フレーム/ 

3E フレームサーバ 

⑤ 伝文送信周期(ms) 
クライアント機能時に伝文の送信を行う周期を設定しま

す。 
50～9999 

⑥ 
クライアント 

要求伝文送信間隔 

サーバ機能時に、クライアントから設定時間要求伝文が

送信されない場合、エラーを発生する時間を設定します。 

※プロトコル選択が「3E フレームサーバ」の場合に有効

なパラメータです。 

0 分 0 秒～ 

99 分 59 秒 

※SWL Monitor は当社製無線ユニットデータ見える化ツールです。 

詳細は当社ホームページhttp://www.melsc.co.jp/business/ をご参照ください。 

③ 

① 

② 

④ 

⑤

⑥ 
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4.3.2. Ethernet 相手局設定画面 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① IP アドレス 相手 Ethernet 機器の IP アドレスを登録します。 
0.0.0.1～ 

 255.255.255.254 

② ポート番号 
相手 Ethernet 機器と通信する為の相手局側のポートを 

設定します。 
0000～65535 

③ ネットワーク番号 
シーケンサアクセス時に最後に経由するネットワークシ

ステムの番号を設定します。 
00H～FFH ※1 

④ PC 番号 

システム上でのアクセス局の PC 番号を、ネットワークユ

ニットなどの設定番号で設定します。 

(PC 番号：FF はネットワーク番号が 00H のときのみ有効) 

00H～FFH ※1 

⑤ 要求先 I/O 局番 

使用するシーケンサに合わせて設定を行います。 

アクセス局のシーケンサ CPU が以下の場合は、使用する

CPU のマニュアルをご参照ください。 

・ﾏﾙﾁ CPU システムのシーケンサ SOU 

・Q シリーズ C24 などによるﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟ接続上の 

シーケンサ CPU 

・二重化システムの CPU 

上記以外の場合は初期値を設定します。(固定) 

0000H～FFFFH ※1 

⑥ 要求先ユニット局番 00H～FFH ※1 

⑦ CPU 監視タイマ 
Ethernet ユニットが自局の CPU を監視する監視時間を設

定する。 
1～3600 ※1 

⑧ 
Ethernet 

タイムアウト時間 

Ethernet 機器との送信から受信までの通信タイムアウト

時間を設定します。 

※プロトコル選択がクライアント(3E フレーム、1E フレ

ーム)の場合のみ有効なパラメータです。 

100～9999 

⑨ 
ビット入力デバイス 

種別 

SLMP(3E フレーム)又は MC プロトコル 1E フレームで、

Ethernet 相手機器に書込みを行う、デバイスについての

設定を行います。 

デバイス種別と開始番号(書込み先頭アドレス)を設定し

ます。 

他のシステムと重複しないようにデバイスを割り当てて

ください。 

無線ユニットでの使用範囲： 

開始番号の設定値+ビット/ワード総点数 

例）デバイス種別：X 開始番号：1000 

   ビット総点数：64 点の場合 

   X1000 ～ X103F までの領域を使用します。 

次ページ参照 

※1：③～⑦のパラメータを変更したい場合はユニットのボタン操作で実行してください。 

  設定ユーティリティでは読出し専用のパラメータになります。 

① 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 

⑨ 

② 
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※1：①～⑭は、プロトコル選択がクライアント(3E フレーム、1E フレーム)の場合に有効なパラメータです 

※2：⑨～⑭は、通信構成が「ポーリング通信(経路あり)」又は「トランジェント通信(経路あり)」の場合に 

  有効なパラメータです。 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 
ビット入力 

デバイス種別 

ビット入力データ(無線ユニット子局からの入力信号)を

書き込むデバイス種別及びデバイスの開始番号の設定を

行います。 

※プロトコル選択がクライアント(3E フレーム、1E フレ

ーム)の場合のみ有効なパラメータです。 

X/M/D 

② 
ビット入力 

開始番号 

0～1F40 

(D/M 設定時は 

0～8000) 

③ 
ビット出力 

デバイス種別 

ビット出力データ(無線ユニット子局への出力信号)を読

み出すデバイス種別及びデバイスの開始番号の設定を行

います。 

※プロトコル選択がクライアント(3E フレーム、1E フレ

ーム)の場合のみ有効なパラメータです。 

Y/M/D 

④ 
ビット出力 

開始番号 

0～1F40 

(D/M 設定時は 

0～8000) 

⑤ 
ワード入力 

デバイス種別 

ワード入力データ(無線ユニット子局からのアナログ入

力データ)を書き込むデバイス種別及びデバイスの開始

番号の設定を行います。 

※プロトコル選択がクライアント(3E フレーム、1E フレ

ーム)の場合のみ有効なパラメータです。 

D 

⑥ 
ワード入力 

開始番号 
0～8000 

⑦ 
ワード出力 

デバイス種別 

ワード出力データ(無線ユニット子局へのアナログ出力

データ)を読み出すデバイス種別及びデバイスの開始番

号の設定を行います。 

※プロトコル選択がクライアント(3E フレーム、1E フレ

ーム)の場合のみ有効なパラメータです。 

D 

⑧ 
ワード出力 

開始番号 
0～8000 

⑨ 
経路情報 

デバイス種別 

通信構成にて、(経路情報あり)を設定した場合、経路情

報を書き込む先のデバイス種別及び開始番号を設定しま

す。 

経路情報は固定で 1409 ワード使用します。 

※プロトコル選択がクライアント(3E フレーム)の場合の

み有効なパラメータです。 

D 

⑩ 経路情報開始番号 0～8000 

⑪ 
システム領域書込み

デバイス種別 

通信構成にて、(経路情報あり)を設定した場合、無線ユ

ニット親局からのシステム情報を書き込む先のデバイス

種別及び開始番号を設定します。 

システム領域書込みは固定で 12 ワード使用します。 

※プロトコル選択がクライアント(3E フレーム)の場合の

み有効なパラメータです。 

D 

⑫ 
システム領域書込み

開始番号 
0～8000 

⑬ 
システム領域読出し

デバイス種別 

通信構成にて、トランジェント通信(経路情報あり)を設

定した場合、無線ユニット親局がシステム情報を読み出

す先のデバイス種別及び開始番号を設定します。 

システム領域読出しは固定で 12 ワード使用します。 

※プロトコル選択がクライアント(3E フレーム)の場合の

み有効なパラメータです。 

D 

⑭ 
システム領域読出し

開始番号 
0～8000 

。 

②①

④③

⑥⑤

⑧⑦

⑩⑨

⑫⑪

⑭⑬
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4.4. ルート設定画面 
 

ルート設定画面では、動作モードがツリーの場合、子局へ送信される中継ルートの設定を行います。 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 中継段数 
親局が子局と通信を行うまでの中継局を経由する段数の

設定を行います。 
0～5 

② 子局番号 

中継を行う子局番号の設定を行います 

※設定する内容はユニット ID ではなく、子局番号です。 

※親局側から見て 1 番目の中継局を「中継 1」、2 番目の 

中継局を「中継 2」に設定してください。 

1～64 

(自局番号は入力不可) 

 

※子局台数を減らしたときに、非表示となった子局が設定されている経路設定は、削除されます。 

①

②
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4.5. パルスカウント設定画面 
 

パルスカウントに関しての設定を行います。 

CH3 は SWL90-PL3 のみ設定可能です。 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 
パルスカウント 

有効設定 
パルスカウント機能有効/無効設定を行います。 

未使用/ 

1Ch / 2Ch / 3Ch 

(3Ch は PL3 のみ) 

② 
パルスカウント 

桁数設定 
パルスカウントで使用する桁数の設定を行います。 1～8 

③ 
パルスカウント 

初期値 

パルスカウント値としてカウントを開始する初期値を 

設定します。 

0～99999999 

(桁数設定による。) 

④ 
パルスカウント 

最小入力パルス幅 

パルスカウントで取得可能なパルスの最小入力パルス幅

を設定します。 

 

SWL90-R4ML の最小入力パルス幅は以下の通りです。 

30Hz：ON/OFF 各 16.7ms 以上 

50Hz：ON/OFF 各 10.0ms 以上 

100Hz：ON/OFF 各 5.0ms 以上 

 

SWL90-PL3 の最小の入力パルス幅は以下の通りです。 

10Hz：ON 10ms 以上、OFF 20ms 以上 

30Hz：ON/OFF 各 50.0ms 以上 

 

 

 

SWL90-R4ML の場合 

30 / 50 / 100 

 

SWL90-PL3 の場合 

10 / 30 

    

① 

②

③

④

②

③

④

②

③

④
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4.6. 増設ユニット設定画面 
 

子局(SWL90-R4ML)に接続する増設ユニットに関する設定を行います。 

 

 

4.6.1. 増設設定画面 

 

増設設定画面 

 

増設設定画面設定項目 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 増設局台数 

子局に接続する増設の台数(予約局含む)を設定します。 

増設局台数として設定した台数の増設設定が表示され、 

設定可能となります。 

0～8 

② ユニット種別 接続する増設ユニット種別の設定を行います。 
DIO/DI 16 点ﾕﾆｯﾄ/ 

AD4 点ﾕﾆｯﾄ 

③ 予約設定 
設定した増設ユニットの使用局/予約局の設定を行い 

ます。 

使用局/ 

予約局 

④ エラー時のデータ 
エラー発生時の出力データのクリア/ホールドについて

の設定を行います。 

クリア/ 

ホールド/ 

子局に合わせる 

⑤ アナログ Ch 設定 

AD4 点ユニットのアナログ入力に関する設定を 

行います。 

「4.6.2 アナログ Ch 設定画面) 参照 

- 

 

ユニット種別をAD4点ユニットからDIO/DI16点ユニットへ変更すると、変更後に使用されないパラメータは 

初期値に変更されます。 

 

①

②

③

④

⑤
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4.6.2. アナログ Ch 設定画面 

アナログ Ch 設定画面では、アナログ増設ユニットの各アナログチャンネルの設定を行います。 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 
アナログ Ch 

変換許可 
該当するアナログ Ch の使用有/無を設定します。 

チェック有：使用 

チェック無：未使用 

② 入力レンジ 使用するデータのレンジを設定します。 

0-10V/ 

0-5V/ 

1-5V/ 

0-20mA/ 

4-20mA/ 

ユーザレンジ 1（メーカ

設定） 

ユーザレンジ 2（メーカ

設定） 

③ 平均方法 
データの表示について行う平均処理について設定しま

す。 

サンプリング/ 

回数平均/ 

時間平均/ 

移動平均 

④ 平均回数 

平均方法にて、平均を行う回数を設定します。 

サンプリングは平均処理を行わないため、平均回数は無

効となります。 

(時間平均の場合、設定値×10ms 間のデータ平均と 

なります。) 

0～32 

 

 

 

①

②

③

④



 

4-14 

4.7. 個別設定画面(ポーリング通信設定項目) 
 

個別設定では、無線タイムアウト時間やエラー時データなどの、ユニット毎の動作についての設定を行います。 

本項では、無線通信構成にて、ポーリング通信選択時の設定項目について記載します。 

 

4.7.1. 親局[SWL90-ETMC] 個別設定画面 (ポーリング通信) 

 

  

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 
無線タイムアウト 

時間 

(ポーリング通信時) 

無線通信でのエラー発生タイムアウト時間の設定を行い

ます。 

0.0 の場合は自動計算となります。 

0.0～ 

  999.9(秒) 

② エラー時のデータ エラー発生時の出力データについての設定を行います。 

クリア/ホールド/ 

ビットクリア・ 

 ワードホールド/ 

ビットホールド・ 

 ワードクリア 

③ 無線出力電力 無線通信を行う送信出力の設定を行います。 1mW/10mW/20mW 

 

 

①

②

③
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4.7.2. 子局[SWL90-R4ML] 個別設定画面 (ポーリング通信) 

 

 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 子局動作 

子局の動作についての設定を行います。 

通常の使用局は通常局、中継専用局は中継局、将来追加

予定の場合は予約局と設定します。 

通常局/中継局/ 

予約局 

② 無線ﾀｲﾑｱｳﾄ時間 

無線通信でのエラー発生タイムアウト時間の設定を行い

ます。 

0.0 の場合は自動計算となります。 

0.0～ 

  999.9(秒) 

③ エラー時のデータ エラー発生時の出力データについての設定を行います。 
クリア/ 

ホールド 

④ エラー端子の出力 
エラー発生時のエラー端子の出力信号の設定を行いま

す。 

LIVE 信号/a 接点/ 

b 接点 

⑤ 無線出力電力 無線通信を行う送信出力の設定を行います。 1mW/10mW/20mW 

 

①

②

③

④

⑤
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4.7.3. 子局[SWL90-PL3] 個別設定画面 (ポーリング通信) 

 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 子局動作 

子局の動作についての設定を行います。 

通常の使用局は通常局、中継専用局は中継局、将来追加

予定の場合は予約局と設定します。 

通常局/中継局/ 

予約局 

② 無線ﾀｲﾑｱｳﾄ時間 

無線通信でのエラー発生タイムアウト時間の設定を行い

ます。 

0.0 の場合は自動計算となります。 

0.0～ 

  999.9(秒) 

③ エラー時のデータ エラー発生時の出力データについての設定を行います。 
クリア/ 

ホールド 

④ エラー端子の出力 
エラー発生時のエラー端子の出力信号の設定を行いま

す。 

LIVE 信号/a 接点/ 

b 接点 

⑤ 無線出力電力 無線通信を行う送信出力の設定を行います。 1mW/10mW/20mW 

⑥ 出力機能切り換え 出力機能の動作切り換えを行います。 
エラー出力/ 

警報出力 

 

①

②

③

④

⑤

⑥
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4.8. 個別設定画面(トランジェント通信設定項目) 
 

個別設定では、ユニット ID や出力電力、送信周期など、ユニット毎の動作についての設定を行います。 

本項では、無線通信構成にて、トランジェント通信選択時の設定項目について記載します。 

 

4.8.1. 子局[SWL90-ETMC] 個別設定画面 (トランジェント通信) 

 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① エラー時のデータ エラー発生時の出力データについての設定を行います。 

クリア/ホールド/ 

ビットクリア・ 

 ワードホールド/ 

ビットホールド・ 

 ワードクリア 

② 無線出力電力 無線通信を行う送信出力の設定を行います。 1mW/10mW/20mW 

③ 
親局データ送信 

ウェイト時間 

親局が無線送信を行った後、次の無線送信を行うまでの 

時間を設定します。 
0～60(秒) 

 

①

② 

③ 
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4.8.2. 子局[SWL90-R4ML] 個別設定画面 (トランジェント通信) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 子局動作 

子局の動作についての設定を行います。 

通常の使用局は通常局、中継専用局は中継局、将来追加

予定の場合は予約局と設定します。 

通常局/予約局 

② 
無線送信間隔 

(分：秒) 
子局から親局へ無線送信を行う周期を設定します。 00：30～99：59 

③ 無線ﾀｲﾑｱｳﾄ時間 

無線通信でのエラー発生タイムアウト時間の設定を行い

ます。 

0.0 の場合は自動計算となります。 

0～250(秒) 

④ エラー時のデータ エラー発生時の出力データについての設定を行います。 
クリア/ 

ホールド 

⑤ エラー端子の出力 
エラー発生時のエラー端子の出力信号の設定を行いま

す。 

LIVE 信号/a 接点/ 

b 接点 

⑥ 無線出力電力 無線通信を行う送信出力の設定を行います。 1mW/10mW/20mW 

⑦ 
子局入力信号監視 

遅延時間 

入力端子の入力検知後、入力の監視を無効にする時間を 

設定します。 
0～60 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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4.8.3. 子局[SWL90-TH1(E)] 個別設定画面 (トランジェント通信) 

 

 

自局設定(トランジェント通信選択時)(1/2) 

 

自局設定(トランジェント通信選択時) 設定項目(1/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 子局動作 

子局の動作についての設定を行います。 

通常の使用局は通常局、中継専用局は中継局、将来追加

予定の場合は予約局と設定します。 

通常局/予約局 

② 
無線送信間隔 

(分：秒) 
子局から親局へ無線送信を行う周期を設定します。 00：30～99：59 

③ 無線ﾀｲﾑｱｳﾄ時間 

無線通信でのエラー発生タイムアウト時間の設定を行い

ます。 

0.0 の場合は自動計算となります。 

0～250(秒) 

④ 
温度データ 

オフセット(℃) センサデータにオフセットをかける値を設定します。 

ユニットタイプが SWL90-TH1(E)(中継局)又は 

SWL90-TH1(E)(子局)の場合のみ設定可能です。 

-99.9～99.9 

⑤ 
湿度データ 

オフセット(%) 

①

②

③

④

⑤
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4.8.4. 子局[SWL90-PL3]（中継局兼子局） 個別設定画面 (トランジェント通信) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 子局動作 

子局の動作についての設定を行います。 

通常の使用局は通常局、中継専用局は中継局、将来追加

予定の場合は予約局と設定します。 

通常局/予約局 

② 
無線送信間隔 

(分：秒) 
子局から親局へ無線送信を行う周期を設定します。 00：30～99：59 

③ 無線ﾀｲﾑｱｳﾄ時間 

無線通信でのエラー発生タイムアウト時間の設定を行い

ます。 

0.0 の場合は自動計算となります。 

0～250(秒) 

④ エラー時のデータ エラー発生時の出力データについての設定を行います。 
クリア/ 

ホールド 

⑤ エラー端子の出力 
エラー発生時のエラー端子の出力信号の設定を行いま

す。 

LIVE 信号/a 接点/ 

b 接点 

⑥ 無線出力電力 無線通信を行う送信出力の設定を行います。 1mW/10mW/20mW 

⑦ 出力機能切り換え 出力機能の動作切り換えを行います。 
エラー出力/ 

警報出力 

①

②

③

⑤

⑥

⑦

④
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4.8.5. 子局[SWL90-PL3]（子局） 個別設定画面 (トランジェント通信) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

No. 名称 内容 設定範囲 

① 子局動作 

子局の動作についての設定を行います。 

通常の使用局は通常局、中継専用局は中継局、将来追加

予定の場合は予約局と設定します。 

通常局/予約局 

② 
無線送信間隔 

(分：秒) 
子局から親局へ無線送信を行う周期を設定します。 00：30～99：59 

③ 無線ﾀｲﾑｱｳﾄ時間 

無線通信でのエラー発生タイムアウト時間の設定を行い

ます。 

0.0 の場合は自動計算となります。 

0～250(秒) 

④ 無線出力電力 無線通信を行う送信出力の設定を行います。 1mW/10mW/20mW 

⑤ 
電池駆動メッシュ 

方式 

無線通信トポロジ：メッシュ 

を選択時のみ設定できるパラメータ。 

 

起動時メッシュ：ユニット起動時にルートを決定し 

その後は固定 

動的メッシュ：ルートが周囲の環境により自動で 

切り替わる。 

(注)電池の消耗が早くなります。 

起動時メッシュ/ 

動的メッシュ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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4.9. デバイス一覧画面 
 

ユーティリティで設定された内容をもとにデバイスの使用状況及び割り付けを視覚的に表示します。 

 

 

 

 

デバイス割り付け一覧画面 

 

デバイス割り付け一覧画面表示項目 

No. 名称 内容 設定範囲 

① データ切り替えタグ 
デバイス割り付け一覧画面に表示するデータを切り替え

ます。 
- 

② 開始アドレス 領域を使用する先頭アドレスを表示します。 - 

③ 使用アドレス デバイスの使用領域を表示します。 - 

④ デバイス使用状況 デバイスの使用する(占有する)範囲を表示します。 - 

⑤ デバイス使用詳細 
デバイスを使用している項目等の詳細内容を表示しま

す。 
- 

⑥ 
デバイス割り付け 

書き出しボタン 

デバイス使用詳細の内容をCSVファイルで書き出します。 

書き出し内容は現在表示中のデータとなります。 
- 

 
 

① 

③②

⑤
④

⑥
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4.10. ヘルプ機能 
 

メイン画面でパラメータ名称を右クリックすることで、ヘルプ画面を開くことができます。 

パラメータの詳細説明を参照でき、マニュアルレスでのパラメータ設定が可能になります。 

 

ヘルプウインドウを開く手順 

 

(1)パラメータ名称を右クリック 

 

※一部のパラメータはヘルプを表示できません。 

 

(2)「ヘルプを開く」クリック 

 

パラメータ名称を 

右クリック 

例：ユニットタイプ 

「ヘルプを開く」を 

左クリック 
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(3)ヘルプウインドウが開きパラメータの詳細を参照できる。 

 

 

補足 

ツールバーからもヘルプ画面の起動が可能です。 

 

 

 

ツールバーから 

「パラメータのヘルプ」 

を選択 
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4.11. 付録 
 

4.11.1. 無線配信で子局の無線パラメータ（周波数、グループ、通信トポロジ）を変更する手順 

 

以下既存システムの周波数を３３から３４に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）親局からパラメータを読出します。 

（２）設定ユーティリティで共通設定の選択周波数を「３４」に設定して、親局に書込みます。 

   親局の周波数は「３４」に変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親局

SWL90-ETMC

周波数：３３
グループ：０
トポロジ：ツリー

子局１

SWL90-R4ML

周波数：３３
グループ：０
トポロジ：ツリー

子局２

SWL90-R4ML

周波数：３３
グループ：０
トポロジ：ツリー

親局

SWL90-ETMC

周波数：３４
グループ：０
トポロジ：ツリー

子局１

SWL90-R4ML

周波数：３３
グループ：０
トポロジ：ツリー

子局２

SWL90-R4ML

周波数：３３
グループ：０
トポロジ：ツリー

設定ユーティリティ共通設定内の 
「選択周波数」を「34」に修正 
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（３）設定ユーティリティから親局経由で子局に無線送信します。 

 

（４）子局に無線配信する為、一時的に親局の周波数を「33」に変更して子局と無線通信を確立します。 

  子局へ無線送信完了後に、親局の周波数は「34」に戻り、子局の周波数は「34」に変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周波数を変更したい子局を選択します。 

子局と通信する為、 
一時的に周波数を「34」→「33」 
に変更。 
子局へ無線送信完了後、 
親局の周波数は「34」に戻り、 
子局周波数は「33」→「34」に切り替わる。 
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4.11.2. 接続 COM ポート確認手順  

・Windows7 編 

1. 「スタート」⇒「コントロールパネル」より、「デバイスマネージャー」を起動します。 

(カテゴリ表示の場合、「スタート」⇒「コントロールパネル」⇒「ハードウェアとサウンド」より 

「デバイスマネージャー」を起動します。) 

 

コントロールパネル 

 

2. 「ポート(COM と LPT)」にある「CDC USB for Utility」の後に記載されている COM 番号をご確認ください。 

 

COM ポートの確認 

「デバイスマネージャー」 
を選択。 

 

COM 番号を 
ご確認ください。 
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・Windows10 編 

(1) 「スタート」⇒「コントロールパネル」より、「デバイスマネージャー」を起動します。 

(カテゴリ表示の場合、「スタート」⇒「コントロールパネル」⇒「ハードウェアとサウンド」より 

「デバイスマネージャー」を起動します。) 

 

 

(2) 「ポート(COM と LPT)」にある「USB シリアルデバイス」の後に記載されている COM 番号をご確認ください。 

  複数ポートがあり、無線ユニットのポートが分からない場合は次の手順で確認してください。 

 

 

「デバイスマネージャー」 
を選択。 

COM 番号を 
ご確認ください。 
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(3) 「USB シリアルデバイス（COM）」で右クリック⇒「プロパティ」を開きます 

  「詳細」をクリックします。 

 

(4) プロパティ「ハードウェア ID」を選択します。 

  「値（V）」を確認して、下記の表示であることを確認してください。 
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4.11.3. ドライバの手動インストール 

パソコンに無線ユニット設定ユーティリティ用のドライバをインストールします。 

1. 「スタート」⇒「コントロールパネル」より、「デバイスマネージャー」を選択します。 

(コントロールパネルがカテゴリ表示の場合、「スタート」⇒「コントロールパネル」⇒「ハードウェアと 

サウンド」より「デバイスマネージャー」を起動してください。) 

 

コントロールパネル 

 

2. 「ほかのデバイス」にある「CDC USB Demonstration」を右クリックし、「ドライバソフトウェアの更新」を 

選択します。 

 

デバイスマネージャー 

「デバイスマネージャー」 
を選択。 

「CDC USB Demonstration」 
を右クリック。 「ドライバー ソフトウェア 

の更新」を選択。 
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5. ダウンロードした「SWLStartUP」フォルダ内の、「Driver」フォルダを選択し、「OK」をクリックします。 

 

ドライバソフトウェアの更新 3 

6.「次へ」をクリックします。 

 

ドライバソフトウェアの更新 4 

クリック 
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7. 以下のような警告ダイアログが表示される場合がありますが、「はい」ボタンをクリックします。 

  

ドライバ更新警告 

 

 

Windows セキュリティ警告 

「はい」 
をクリック。 

「このドライバーソフト 
ウェアをインストール 
します」をクリック。 
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8. ドライバソフトウェアのインストールが開始します 

    インストールが完了するまでしばらくお待ちください。 

 

ドライバインストール 

 

9. ドライバのインストールが正常に完了した場合、以下のような画面が表示されます。 

    「閉じる」ボタンをクリックします。 

 

ドライバインストール完了 

「閉じる」 
をクリック。 
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10. ドライバのインストールが完了いたしましたら、「デバイスマネージャー」の「ほかのデバイス」項目 

(又は「ほかのデバイス」項目内の「CDC USB Demonstration」)が消え、「ポート(COM と LPT)」に「CDC USB for  

Utility」が表示されていることをご確認ください。 

(CDC USB for Utility のポート番号は通信確認などで使用いたしますので、ポート番号を控えておくことを 

お勧めします。) 

 

ドライバインストール確認 

 

以上でドライバのインストールは完了です。 

 

 

ポート(COM と LPT)に 
「CDC USB for Utility」 
が表示されていること 
を確認する。 
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4.11.4. ドライバをインストールできない場合のセキュリティ解除方法(Windows10) 

Windows10 は、「デジタル署名」されていないデバイスドライバーのインストールが、 

通常はできないようになっています。ドライバのインストール/更新/再インストールするときは、 

一時的に解除する必要があります。 

 

(1) スタートメニューから「設定」を選びます。 

 

 

(2) 「更新とセキュリティ」を選びます。 
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(3) 「回復」を選びます。 

「今すぐ再起動する」を選びます。 

 

(4) 再起動後、「オプションの選択」画面が表示されます。 

「トラブルシューティング」→「詳細オプション」→「スタートアップ設定」を選びます。 
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(5) スタートアップ設定画面が表示されます。 

「再起動」を選択します。 

 

(6) 「７」ドライバー署名の強制を無効にする」を選択します。 

（キーボードの「7」を押します） 

 

(7) 再起動後、ドライバーのインストールを再度行ってください。 

 ※次回の起動時には通常の設定に戻っています。 

 

 

 

！！！ 注意事項 ！！！ 

あくまでセキュリティ解除方法の一例となります。 

パソコンの原因に適したセキュリティ解除方法で行ってください。 
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5.1. トラブルシューティング 
 

以下に動作異常の一覧を記載します。 

 

接続選択 エラー内容 確認/対処方法

書込・読出ができない

・無線ユニットの電源は入っているか
・Ethernetケーブルがささっているか
・接続先選択がEthernetになっているか
・親局のIPアドレスと接続先選択のIPアドレスは一致しているか
・他の機器とのIPアドレスの重複はないか
・無線ユニットがパラメータ設定モードになっていないか
・ユーティリティを2カ所以上から同時に書込・読出はしていないか

経由書込・読出ができない

・無線ユニットの電源は入っているか
・Ethernetケーブルがささっているか
・接続先選択がEthernetになっているか
・親局のIPアドレスと接続先選択のIPアドレスは一致しているか
・他の機器とのIPアドレスの重複はないか
・無線ユニットがパラメータ設定モードになっていないか
・親局と設定ユーティリティの設定は同じか
　→親局に設定を書き込んでから子局に書込・読出を行ってください
・ユーティリティを2カ所以上から同時に書込・読出はしていないか

経由書込・読出で通信結果失敗が表示される。

・無線子局の電源は入っているか
・周波数、グループ、通信トポロジは一致しているか
・通信可能な距離であるか
　→屋内：約100ｍ（見通し）　屋外：約400ｍ（見通し）
・無線ユニットがパラメータ設定モードになっていないか
・ルート設定を設定している子局の場合は、中継子局の電源は入っているか
　→中継子局に設定を書込みを行ってから、子局に書込みを行ってください

書込・読出・Testの画面に遷移できない
書込・読出ができない

・無線ユニットの電源は入っているか
・USBケーブルはささっているか
・接続先選択がUSBになっているか
・ドライバーは登録しているか
　→2.1『ドライバーのインストール』をご参照ください
・USBポート番号は正しいか
　→4.11.2『接続COMポート確認手順』をご参照ください。
・無線ユニットがパラメータ設定モードになっていないか。
・ユーティリティを2カ所以上から同時に書込・読出はしていないか

経由書込・読出ができない

・USBケーブルは親局にささっているか
・無線ユニットがパラメータ設定モードになっていないか
・親局と設定ユーティリティの設定は同じか
　→親局に設定を書き込んでから子局に書込・読出を行ってください
・ユーティリティを2カ所以上から同時に書込・読出はしていないか

経由書込・読出で通信結果失敗が表示される。

・無線子局の電源は入っているか
・周波数、グループ、通信トポロジは一致しているか
・通信可能な距離であるか
　→屋内：約100ｍ（見通し）　屋外：約400ｍ（見通し）
・無線ユニットがパラメータ設定モードになっていないか
・ルート設定を設定している子局の場合は、中継子局の電源は入っているか
　→中継子局に設定を書込みを行ってから、子局に書込みを行ってください

Ethernet

USB

 

 

 

 

 

 

 

！！！ 注意事項 ！！！ 

ユーティリティを使用して複数のパソコンから同時に下記の操作は行わないでください。 

データが破損する場合があります。 

  ・パラメータ書込 

  ・パラメータ読出 

・無線経由で子局へパラメータ書込・読出 
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製品仕様の変更 

 カタログ、仕様書、技術資料などに記載されている仕様は、お断りなしに変更することがあります。 

 

製品の適用について 

 ■使用条件 

当社製品をご使用される場合は、万一、故障、不具合などが発生した場合でも重大な事故にいたらない用途で

あること、バックアップなどの対策が実施されていることをご使用の条件とさせていただきます。 

 ■適用の除外など 

(1)当社製品は、一般工業などへの用途を対象として設計・製造されています。原子力発電所およびその他発電

所、鉄道や航空などの公共交通機関といった公共への影響が大きい用途や車両設備医用機械、娯楽機械、安

全装置、焼却設備、および行政機関や個別業界の規制に従う設備への使用で、特別品質保証体制をご要求に

なる用途には、適用を除外させていただきます。 

(2)人命や財産に大きな影響が予測され、安全面や制御システムにとくに高信頼性が要求される用途には適用を

除外させていただきます。 

(3)ただし、上記の用途であっても、用途を限定して特別な品質をご要求にならないことをお客様にご承認いた

だいた場合には、適用可能とさせていただきます。 

 

その他 

 上記の記載内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。 
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 中部支社････････････ 〒461-8675 名古屋市東区大幸南 1-1-9･････････････････････ (052)722-7602 

  北陸支店･･････････ 〒920-0811 金沢市小坂町北 255･･･････････････････････････ (076)252-9519 

 関西支社････････････ 〒531-0076 大阪市北区大淀中 1-4-13･･････････････････････ (06)6454-0281 

 中四国支社･･････････ 〒732-0802 広島市南区大州 4-3-26････････････････････････ (082)285-2111 

  四国支店･･････････ 〒760-0072 高松市花園町 1-9-38･･････････････････････････ (087)831-3186 

 九州支社････････････ 〒812-0007 福岡市博多区東比恵 3-12-16･･･････････････････ (092)483-8208 
 

電話技術相談窓口(仕様・取扱いの問い合わせ) 

TEL (052)719-0605         平日 9:00～17:30(土・日・祝日は除く) 
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